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国際開発学事典
A5判・638頁 定価（本体20,000円+税）  ISBN978-4-621-30340-5

国際開発学会 編

丸善出版

国際開発学事典
国際開発学会 編

経済学・社会学・文化人類学・教育学・医学・農学・工学・法学・政治学等に
またがる国際開発学の全貌を概観

A5判・638頁 定価（本体20,000円+税）
ISBN978-4-621-30340-5

国際開発学事典
A5判・638頁 定価（本体20,000円+税）  ISBN978-4-621-30340-5

国際開発学会 編

・ 経済、社会、文化、医療、技術といった諸分野の研究が一読できる
・ すべて見開き2p構成で、図表や写真を含んでわかりやすく解説
・ 一流の研究者・実務家の執筆により、実例も掲載
・ 国際開発の理念から将来の展望までも知ることができる

・ 経済、社会、文化、医療、技術といった諸分野の研究が一読できる
・ すべて見開き2p構成で、図表や写真を含んでわかりやすく解説
・ 一流の研究者・実務家の執筆により、実例も掲載
・ 国際開発の理念から将来の展望までも知ることができる

特   色

【編集委員会】
編集委員長

編集幹事

編集委員

高橋 基樹　京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究科

小國 和子　日本福祉大学国際福祉開発学部
尾和 潤美　中京大学国際英語学部

勝間　靖　早稲田大学大学院アジア太平洋研究科
澤村 信英　大阪大学大学院人間科学研究科

鍋島 孝子　北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院
浜本 篤史　東洋大学社会学部

山形 辰史　立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部

池田龍彦　放送大学
伊東 早苗　名古屋大学大学院国際開発研究科
大野　泉　政策研究大学院大学政策研究科

長田　博　帝京大学経済学部
片柳 真理　広島大学大学院国際協力研究科
金子 慎治　広島大学大学院国際協力研究科
小泉 幸弘　国際協力機構資金協力業務部
佐藤　仁　東京大学東洋文化研究所
下村 恭民　法政大学名誉教授

鈴木　紀　国立民族学博物館人類文明誌研究部
中村 安秀　甲南女子大学看護リハビリテーション学部

藤倉　良　法政大学人間環境学部
穂坂 光彦　日本福祉大学アジア福祉社会開発研究センター

水野 正己　日本大学生物資源科学部
吉田 和浩　広島大学教育開発国際協力研究センター

関 連 書 籍

クルーグマン国際経済学 
理論と政策 
〔原書第10版〕 ハードカバー版
ISBN978-4-621-30059-6　
A5判・868頁　
定価（本体10,000円＋税）
Paul R. Krugman他　著，山形 浩生・守岡　桜　翻訳
世界で最も読まれている国際経済学テキスト

世界民族百科事典
ISBN978-4-621- 08823-4　 
A5判・818頁　
定価（本体20,000円＋税）
国立民族学博物館　編・編集委員長 杉本 良男
みんぱく創設40周年記念出版

人文地理学事典
ISBN978-4-621-08687-2　
A5判・800頁　
定価（本体20,000円＋税）
人文地理学会　編　野間 晴雄　編集委員長
地理からみた産業や歴史の情報が満載

グローバル時代のアジア都市論
－持続可能な都市をどうつくるか
978-4-621-30019-0　
A5・220頁　
定価（本体2,500円＋税）
松行 美帆子・志摩 憲寿・城所 哲夫　編著
東南アジアの都市の実態と地域開発とは

大学生のための異文化・国際理解
－差異と多様性への誘い
978-4-621-30125-8　
A5・212頁　
定価（本体2,200円＋税）
高城　玲　編著
異文化交流をさまざまな観点から読み解く

社会学事典
978-4-621-08254-6　 
A5判・976頁　
定価（本体20,000円＋税）
日本社会学会社会学事典刊行委員会　編
社会学の将来のテーマのほか、新しい動向にも配慮

丸善創業150周年記念出版

国際開発学会設立30周年記念事業



序章 歴史と理念　
開発理念の変遷／植民地化と西洋化／国際開発概念の誕生と展開／民族主義の勃興と南北問題／戦後世界経済の展開と国際開発／オルタナティブ開発論／新自由
主義と国際開発／人間開発と人間の安全保障／国際秩序の変動と地球規模の問題／「持続可能な開発」論の歴史的系譜

1.文　化　
文化／文化相対主義／宗教と開発／感情と開発／文化特異性障害／言説としての開発／身体性と開発／ナショナリズムと芸術／マイノリティとサブカルチャー／多様
性と創造性／開発のプロセス――プロセス・ドキュメンテーション／開発と人類学

2．社会変動　
開発と社会変動／介入行為としての近代化／人口転換と人口増加／少子高齢化と人口ボーナス・オーナス／人の移動と難民／社会発展と観光／社会階層と開発主義／
家族関係の変容／グローバル化と都市化／国家のリスケーリング論／生活と居住／飽食化する食生活／情報通信技術とデジタル革命／コンビニエンスストアの普及・
現地化／ジャパナイゼーション／社会規範の変化

3．コミュニティ　
コミュニティと開発／文化的慣習とコミュニティ開発／宗教、コミュニティと開発／相互扶助ネットワークとその創造／社会関係資本／モラル・エコノミー／社会的な
排除とマイノリティ／参加型開発とエンパワーメント／マイクロファイナンスと地域コミュニティ／ NGOとコミュニティ／地方分権化と地域コミュニティ／開発と移民・
ディアスポラ

4．農業・農民・農村　
農業・農村・農民／農村における生業の変容／農業を担う主体の多様性／農業と自然／農民と土地／農村の生活／農民の生存戦略と農村／生態的農業と市場／農民
と食料／灌漑農業の歴史と発展／農業と技術革新／種子から考える農業の持続性／食と農の距離

5．保健医療　
保健医療／プライマリ・ヘルス・ケアとユニバーサル・ヘルス・カバレッジ／保健医療情報システム／グローバル・ヘルス・ガバナンス／リプロダクティブ・ヘルス・ライツ／
母子保健／予防接種／感染症対策／エイズ・マラリア・結核／非感染性疾患／栄養／必須医薬品／自然災害

6．教　育　
開発と教育／学校と社会・コミュニティ／教育・人材開発と経済発展／教育における人権アプローチ／教育の質／教育格差と公正／インクルーシブ教育／教育と国民・
市民の形成／紛争・災害と教育／宗教と教育／教育開発と情報通信技術／低学費私立学校／開発とスポーツ／教員養成・教員訓練／数学教育・科学教育／技術教育・
職業訓練／乳幼児のケアと教育／高等教育／ノンフォーマル教育／教育開発と国際協力／教育開発の国際新枠組み

7．国家・法　
国家体制と法制度／開発途上国における国家体制／汚職と腐敗／開発国家と開発独裁／国際秩序と開発途上国／開発途上国の国家と社会の関係／開発途上国の民
主化／グッド・ガバナンスと国際協力／持続可能な開発に向けての国家の課題／国家法と非公式法／法と開発／開発途上国の公法／開発途上国の私法／移行諸国へ
の法の移植／破綻国家の出現

8．平　和　
現代における紛争と平和構築／国際社会による平和の取組み／平和構築と法の支配／戦闘員の武装解除・動員解除・社会復帰／難民と国内避難民／紛争と人間の安
全保障／土地・天然資源と平和構築／紛争とジェンダー／移行期正義と和解／国際武器取引と核不拡散／テロリズム／開発援助機関による平和構築の取組み／ビジ
ネスを通じての平和構築

9．貧困と不平等　
貧困と不平等／貧しい人々の自立／グローバル化と格差・貧困／貧困の指標と測定／所得の不平等／相対的剥奪／貧困者による貧困調査／食の貧困／居住の貧困／
貧困削減と再配分政策／貧困削減政策の評価／サハラ以南アフリカの貧困／南アジアの貧困／日本の貧困地域

10.包摂性　
包摂的な開発／人権と開発／人道と開発／ジェンダー／民族／少数者／子ども／若者／障害をもつ人たち／労働／住民移転／女性に対する暴力／人身取引／保護する
責任

11. 貿易と資本・労働移動　
グローバル経済下の貿易と生産要素移動／データで見る世界の貿易と直接投資／国際分業理論と開発／開発のための貿易政策／直接投資の役割／技術移転と知的
財産権／グローバル・サプライ・チェーンと国際分業／世界規模の貿易自由化と途上国／地域自由貿易圏の形成／フェアトレード／国際労働移動／一次産品

12.成長・マクロ経済　
経済発展とマクロ経済／経済成長論／経済成長と技術進歩／産業構造変化／産業連関／経済危機／開発と財政／開発金融政策／産業政策／インフラストラク
チャー建設／持続可能な成長／貧困削減を伴う経済成長／債務削減／金融発展

13．産業・金融・ビジネス　
産業・金融・ビジネス／キャッチアップ型工業化／技術の変遷と産業の発展／産業集積と地域経済振興／開発途上国における中小企業振興／産業発展のための人材
育成／企業発展と金融／産業発展のための金融と開発銀行／貧困層と金融／貧困層とビジネス／コミュニティ・ビジネス／一村一品運動

14．インフラ・技術・強靭性　
インフラ整備と経済成長／インフラ整備とマネジメント／道路整備事業／港湾整備事業／鉄道整備事業／空港整備事業／電力・エネルギー事業／情報通信事業／上
下水道事業／河川事業／インフラ整備と環境配慮／住民参加による道路整備　／自然災害と防災／緊急支援・復興支援

15. 環境・資源・エネルギー　
資源と環境／開発援助のセーフガード・ポリシー／環境ODA／エコロジー的近代化／大気汚染／都市のスラムと汚染／日本の公害経験の普遍性／資源の呪い／紛争
資源／廃棄物管理／電力／生物多様性と遺伝資源／環境正義／グローバルな水問題／貿易と環境／気候変動

１６.国際開発協力の理念とアプローチ　
「開発協力」とは何か／援助理念／国際開発規範／開発協力潮流の変化／ビッグ・プッシュ・アプローチ／南南協力／構造調整アプローチ／持続可能な開発と環境援助／
民主化支援／参加型開発協力／貧困削減戦略／援助協調／インクルーシブな開発協力／自助努力支援

17．国際開発協力のアクター　
国際開発協力のアクター／先進国援助コミュニティの形成とその多様性／日本の政府開発援助の担い手／日本の援助の変遷／日本の援助の特徴／ NGO・CSOと国
際開発協力／民間企業と国際開発協力／開発コンサルタント／新興国による援助／受入れ主体の役割／国際連合の開発協力／国際開発金融機関

１８．2030年以降の国際開発
国際開発の未来――人間の顔をしたグローバル化のために／ポストSDGs／援助国と被援助国・国際援助システムの変容／国連の役割／企業は政府にとって代わるか／
NGOは政府にとって代わるか／平和・安全保障と開発／開発概念の豊穣／貧困計測の展開／保健開発の未来／教育開発の未来／資源・環境の未来／エネルギーの
未来／グローバルな格差の行方／人口問題の未来／グローバル時代の人の移動と開発／都市化の未来／民主主義は生き残れるか／技術と開発の未来／社会関係の
未来／オルタ・グローバル化は新自由主義グローバル化の代案となるか

目　　次

　今日ではグローバル化が進む中、国際開発に関わる領域は広く、経済・産業から、社会関係、あるいは

人々の健康・、知識や、日々の生活実践、文化にまで多岐にわたり、国際開発支援に関わる主体も、先進

国の政府関係機関ばかりでなく、営利企業はもちろん、自治体、教育研究機関、ＮＧＯ・民間財団、草の

根の組織、インフォーマルな事業体など多様になっている。

　また、かつて先進国から開発途上国へと一方的に供与されるだけだった開発援助ないし開発協力も、

近年では開発途上国の中から立ち現れた新興国によって供与されるようになった。さらには、経済停滞、

少子高齢化、国内格差の拡大などの問題の深刻化によって、先進国社会も再び自らの開発課題に真剣

に向き合わなければならなくなっている。国際開発はさらに多元化の様相を呈しているのである。

　本事典はこの複雑化・多様化した国際開発研究の成果を日本の社会内外に広く届け、国際開発研究

という大海原に初学者が漕ぎ出すための海図の役割を果たすことを目指している。また専門を異にする

研究者や実務家が互いを理解し合い、国際開発研究にふさわしい学際的な交流を進め、新しい発想を

生み出すための、よすがにもなることも企図している。そのために19の章を設け、多くの事項をカバーし

つつも、関心の高い重要なテーマ一つひとつについて丁寧な説明を行うべく1項目2ページで読み切る

中項目主義事典のスタイルでお届けしている。

　本事典が読者の確かな理解につながり、「大海の海図」の役割を担うことを心から強く願うばかりであ

る。

2018年9月 高橋 基樹『国際開発学事典』編集委員長
第9期国際開発学会会長

刊行にあたって（一部抜粋）
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